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取扱説明書

( Ver.  6.02 ) 改訂版

[ Windows 11 ,   Excel 2021　]

Wisteria

Excel  de  相関・回帰分析



はじめに

１．概要

ﾃﾞｰﾀ解析に、よく使われる統計手法について、Excel ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄとして用意しました。

[相関(行列)]、[単回帰]、[重回帰]  の各手法を　計8種のシートに織り込んでい

ます。

データを I/P するだけで、簡単に実際的な資料を作成することが出来ますので、特別

な知識は不要です。

単調で面倒なデータ計算に時間を取られることなく、本来の目的である解析を進め、

今後の対策立案に向け、時間の有効活用を図れます。

また、Excel-Sheetで作られているため、専用ソフトのような難しい処理操作を新たに

覚える必要がなく、サンプルデータで資料完成時のイメージを想定しながら作業を進

めることが出来ます。  

複雑なデータ解析や取りまとめにもパソコンで簡単に対応でき、現場で即戦力とし

て、また、教材の一助としても活用戴けます。

データのデジタル化やリモートワーク、品質記録の管理・保管などへの対応も容易に

なります。

２．構成

1)　Windows 11、Excel 2021　により、プログラムしています。

Excel  ｱﾄﾞｲﾝ 「分析ﾂｰﾙ」を使用し,　ExcelVBA で操作を自動化しています。

　

2)　画面表示は、[MENU]下部の倍率調整セルで　50～100％に調整できます。

4)　このプログラムは、シェアウエアです。　　試用期間は３０日で、全機能が使用

可能です。

但し、試用時は、「Menu」、「各手法のsheet」の画面、及び「印刷」したペー

ジに　”試用版 ”と表示されます。

（ これらは、「ﾕｰｻﾞｰ登録」を行うことにより解除されます。）

3．　免責

本プログラムを使用することにより生じたる如何なる障害に対しても、作者は一切の

責任を負いません。

4．　記事

この度は、ダウンロードして戴き有難うございます。

ご意見・ご感想、改善点、バグ発見等につきましては、下記まで連絡をお願い致します。

　　　　メールアドレス　：　 wisteria@astro21.net

   ホームページ  　      ：　  http://www.astro21.net/wisteria
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ソフトの立ち上げ～終了

[ Excel de 相関・回帰分析V602.xlsm ]　をクリックして、「 Excel de 相関・回帰

分析 」　を立ち上げて下さい。

＊ 　Excel の立ち上げ時、次のﾒｯｾｰｼﾞが表示される場合には、下記の手順で進めて下さい。

（　Excel ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ や設定等により、若干表示が異なる場合があります。）

 

①　Menu画面 の上部に　ﾒｯｾｰｼﾞﾊﾞｰが表示されます。

続いて、同じ場所に、下記が表示されます。

④　「手法選択ボタン」で、各手法を選択して下さい。
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１）　ソフト の立ち上げ

③　このクリック操作を行うことで、[ MENU ] が使用できるようになります。

誤動作防止のため、必ず「Menu」画面の「終了」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして Excel を終了して下さい。

２）　ソフト の終了

保護ﾋﾞｭｰ ： 注意－ｲﾝﾀｰﾈｯﾄから入手したﾌｧｲﾙは、ｳｨﾙｽに感染している可能性があ

ります。

編集する必要がなければ、保護ﾋﾞｭｰのままにしておくことをお勧めします。

編集を有効にする ( E )

ｾｷｭﾘﾃｨの警告 ﾏｸﾛが無効にされました。 ｺﾝﾃﾝﾂの有効化!

このﾊﾞｰをｸﾘｯｸする。

1

2 2

1

Ver. 6.02

このﾊﾞｰをｸﾘｯｸする。

ｺﾝﾃﾝﾂの有効化



「Ｍｅｎｕ」画面の操作

「手法選択ボタン」をクリックすることにより、各手法の画面へ移動できます。  

「社名、部署名」に i/pすると、各シートの枠下に 社名・部門名 が表示されます。  

「登録者名」に i/pすると、各シート右上の 起案者欄に名前 が表示されます。  
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試用版

試用
版

担

当

各手法選択ﾎﾞﾀﾝ

終了ﾎﾞﾀﾝ

貴社名試用版 貴部署名

画面ｻｲｽﾞ ：

50～100 %

お使いのパソコ
ンに合わせて設
定して下さい。

回帰画面ﾃﾞｰﾀの
取り込み

回帰分析ﾃﾞｰﾀを
相関分析へ転送
し
相関行列を計算/
確認できます。



機能ボタン　（各ｼｰﾄ共通）
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ｻﾝﾌﾟﾙﾃﾞｰﾀ
呼び出し

Menuへ戻る

印刷ﾒﾆｭｰ

1ﾍﾟｰｼﾞへ戻る

全項目消去

演 算

各ﾍﾟｰｼﾞへ移動

演 算ﾃﾞｰﾀ保存

保存ﾃﾞｰﾀ 呼び出し

ﾃﾞｰﾀ消去

水色バーは画面上部に常駐表示

回帰分析画面の

ﾃﾞｰﾀ読み込み

ｶﾗｰｽｹｰﾙ
切り替え

相関行列表の
数値色分けをす
る

On (着色）
Off（白色）

小数点以下の

桁数を設定

１～６

Sheet原点へ 戻る



ﾃﾞｰﾀ入力 ～ 演算　　　（各ｼｰﾄ 共通）

＊ここでは [重回帰分析5] を例に説明していますが、他の手法も同様の手順です。

1）　[ Menu ] の　「手法選択ボタン」を ｸﾘｯｸし、[ 重回帰分析5 ] を開く。

入力　：

① ﾃﾞｰﾀ（黄着色部）を i/p する。

説明変数５列(左詰め５列)、目的変数１列(右端)  

＊  演算結果の小数点以下の桁数を指定する。（標準 3桁）

② 「演算ﾎﾞﾀﾝ」を ｸﾘｯｸする。

③　出力　：  

１）　命題（ﾃｰﾏ）が表示される。　　( 1ﾍﾟｰｼﾞ）

目的変数、説明変数の名称から自動設定

２）　演算結果が表示される。

　　　 　時系列ｸﾞﾗﾌ、 散布図        （1ﾍﾟｰｼﾞ）

回帰分析内容と説明          （2ﾍﾟｰｼﾞ）

重回帰式

決定係数 R、F値、ｔ値、ｐ値,    Fu値

 3）検証用ﾃﾞｰﾀ　　　　　　　　　（3ページ）

 

- 5－

① ﾃﾞｰﾀ i/p

説明変数 = ５ （左詰め５

列）

目的変数＝１ （右端１列)

欄外上 ： 単位

② 演算ﾎﾞﾀﾝ出力 ： 命題

② 出力

時系列ｸﾞﾗﾌ、

散布図

出力 ：

検証用

出力 ：

演算結果

手順 ：

① データ表に数値を
i/pする
② 演算ﾎﾞﾀﾝを押す
③ 分析表グラフ
等が表示されます。

出力 ：

時系列ｸﾞﾗﾌ

出力 ：

散布図ｸﾞﾗﾌ



回帰～相関　ﾃﾞｰﾀ連携

「回帰ﾃﾞｰﾀ」　を　「相関ﾃﾞｰﾀ」　へ取り込み、”相関（行列）分析”　を連携して行えます。  
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回帰分析

相関分析

相関分析

回帰分析

相関相関行列
を 出力

回帰ﾃﾞｰﾀ

回帰画面ﾃﾞｰﾀ 読み込み用ボタン

回帰分析画面ﾃﾞｰﾀを

そのまま相関分析画面に読み込み、

「演算ﾎﾞﾀﾝ」により相関行列を演算しま

す。

回帰
回帰ﾃﾞｰﾀを転送し
相関ﾃﾞｰﾀとして使用

MENU



単相関分析
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散布図

（自動）

計算表
（自動）

時系列ｸﾞﾗﾌ

（自動）

相関係数の

判定基準

考察 ：

演算結果に基づ

き自動表示。

（ 上書きにより貴

社仕様の表現に変

更できます。）

ﾃﾞｰﾀｰの出典 i/ｐ

相関分析

ﾃﾞｰﾀ i/p

n = 50
変数の単位 i/p

ﾃｰﾏ（命題） ：

変数名に基づき、ﾃｰﾏ

欄に自動表示。



相関分析　　（ 相関行列 )
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時系列ｸﾞﾗﾌ

（自動）

相関係数の

判定基準

ﾃｰﾏ（命題） ：

変数名に基づき、

ﾃｰﾏ欄に自動表示。

２

相関行列表

相関行列表
(自動)

相関係数の大小
を色分けして表示

ヒストグラ
ム

（ 自動 ）

散布図
( 自動 )

ｶﾗｰｽｹｰﾙ切替

（On / Off）

相関分析

考察 ：

判定基準に基づ

き自動記載。

ﾃﾞｰﾀ i/p

相関行列表 （自動）
[ 降順ｿｰﾄ ]

相関係数の大小を色
分けして表示

演 算 ﾎﾞﾀﾝ



単回帰分析 2  - 1
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単回帰式

（自動）

散布図（自動）

計算表
（自動）

ﾃﾞｰﾀ i/p

n = 50

時系列グラフ

（自動）

ｒ の回帰式へ

の当てはまり

度合い判定基

準

1
ﾍﾟｰｼﾞ

目的変数 （Y )

回帰分析

説明変数 ( X  )



単回帰分析 2  - 2
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単回帰式

(自動）

計算表
（自動）

決定係数 （ｒ）

（自動）

考察 ： （自動表示）

上書きにより貴社仕様の表現に変更できます。

ｔ値

(自動）

F値

（自動）

ｐ値

（自動）

ｒ の回帰式へ

の当てはまり度

合い判定基準

２
ﾍﾟｰｼﾞ

回帰分析



単回帰分析 2  - 3
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予測値／観測値 ｸﾞﾗﾌ

（自動）

観測値

（目的変数を転記）
予測値
（自動）

相対誤差

（自動）

3

ﾃﾞｰﾀ（赤枠）を入れ替えて最適

解を求めるｼﾐｭﾚｰｼｮﾝができま

す。

Ex.

重回帰式の当てはまりをよくす

る。

相対誤差を減らす。

合計値をアップする。

回帰分析



重回帰分析 5  - 1       ( 説明変数＊5)
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散布図

（ X1 ~ X5 / Y ）

（自動）

時系列ｸﾞﾗﾌ

（自動）

目的変数（Y）は

グラフの右側目

盛り

ﾃｰﾏ ：

変数名をﾃｰﾏ欄

に自動表示。

（ 上書きにより貴

社仕様に変更可

能。）

1
ﾍﾟｰｼﾞ

目的変数 （Y )

（右端の列）

重回帰分析

説明変数 ( X1～X5  )：

（ 説明変数が５個未満の場合

は、ﾃﾞｰﾀを列の左詰めにi/p ）



重回帰分析 5  - 2　   （ 説明変数＊5 ）
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重回帰式

(自動）

分析ﾂｰﾙによる計算表
（自動）

考察 ： （自動表示）

上書きにより貴社仕様の表現に変更できます。

ｐ値（自動）

NGの説明変数を削

除・入替して再分析

する

説明変数選択基準

（Ru)

条件を変更して再

分析し、Ru値が最

大になるよう繰り返

し、最適解を求める。

決定係数 （ｒ）

（自動）

ｔ値 (自動）

NGの説明変数を削

除・入替して再分析

する

F値

（自動）

影響度ｸﾞﾗﾌ

（自動）

R の回帰式への当て

はまり度合い判定基

準

２

説明変数の増減によ

る、目的変数の変動

を示す。（自動）

重回帰分析

*** （指数表示）



重回帰分析 5  - 3　　（ 説明変数＊5　）
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予測値／観測値 ｸﾞﾗﾌ

（自動）

3

予測値：

重回帰式に当てはめて算

出 （自動）

相対誤差：

式に当てはめて算出 （自

動）

観測値：

目的変数 ( x1～x10 ）

ﾃﾞｰﾀ（赤枠）を入れ替

えて最適解を求めるｼ

ﾐｭﾚｰｼｮﾝを行う。

Ex.

1） 重回帰式の当ては

まりをよくする。

2） 相対誤差を減らす。

3） 合計値をアップす

る。

等。

重回帰分析



重回帰分析 10  - 1 （ 説明変数＊10 ）

 

 

 

 

- 14－

説明変数 ： 10

n = 100

ﾃﾞｰﾀ列は左詰めで

i/p する。

（ 列を空けるとエ

ラー発生！ ）

1
ﾍﾟｰｼﾞ

目的変数 （Y）

右端列

重回帰分析

ﾃｰﾏ ：

変数名を基にﾃｰﾏ欄に自動表示。

（ 上書きにより貴社仕様に変更可能。）



重回帰分析 10  - 2　　　（  説明変数＊10　）
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重回帰式

(自動）

計算表
（自動）

考察 ：

自動表示。

（上書きにより貴社仕様に、表現を変更できま

す。）

ｐ値 （自動）

NGを着色表示

R の回帰式へ

の当てはまり度

合い判定基準

決定係数 （自

動）

NGを着色表示

ｔ値 (自動）

NGを着色表示

F値 （自動）

NGを着色表示

影響度ｸﾞﾗﾌ

（自動）

２
ﾍﾟｰｼﾞ

重回帰式の解説

ｐ値（自動）

NGの説明変数を削

除・入替して再分析

する

説明変数選択基

準 （Ru)

条件を変更して

再分析し、Ru値

が最大になるよう

繰り返し、最適解

を求める。

ｔ値 (自動）

NGの説明変数を削

除・入替して再分析

する

重回帰分析



重回帰分析 10  - 3       （  説明変数＊10　）
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影響度ｸﾞﾗﾌ
（自動）

予測値：

重回帰式に当てはめ

て算出 （自動）

３

相対誤差：

計算式に当

てはめて算

出

（自動）

ﾃﾞｰﾀ（赤枠）を入れ替えて最適解を求めるｼﾐｭﾚｰｼｮﾝが出来ます。

EX.

重回帰式の当てはまりをよくする。

相対誤差を減らす。

合計値をアップする、 等。

観測値：

元ﾃﾞｰﾀ ( x1～

x10 ）

重回帰分析



重回帰分析 10  - 4　　　（  説明変数＊10　）
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影響度ｸﾞﾗﾌ
降順ｿｰﾄ
（自動）

散布図

（ X1 ~ X 10 / Y ）

（自動）

予測値／観測値 ｸﾞﾗﾌ

（自動）

４
ﾍﾟｰｼﾞ

時系列ｸﾞﾗﾌ

（自動）

目的変数（Y）はグ

ラフ右側目盛り

重回帰分析



試用版　　（各ｼｰﾄ共通）

１）　ﾕｰｻﾞｰ未登録時には、｢画面 の枠外上下に「試用版」の文字が表示されます。  

（これらは、「ﾕｰｻﾞｰ登録」により解除されます。）
２）［ 印刷 ] 時には、用紙に [ 試用版 ] の文字を印字します。  
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試用期限後に継続して使用される場合は、「ﾕｰｻﾞｰ登録」をお願い致します。
「ﾕｰｻﾞｰ登録」は、ﾍﾞｸﾀｰ社のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ経由でﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを取得し、本ｿﾌﾄの「登録案
内」画面より行って下さい。

＊ ﾕｰｻﾞｰ登録により「試用版」の表示は消去されます。

試用版

試用版

画面上下に [試用版]  文字表示

”試用版”
用紙に印字

[試用版]  

文字表示

「印刷」ﾎﾞﾀﾝ



ユーザー 登録

「ユーザー登録」

（１） 「 Excel de 相関回帰分析 」を立ち上げる。

「無料使用期限は 2024/**/** です。」と表示される。

30日間の無料使用が出来ます。

この期間中に、各機能をご確認下さい。

（２） 「 ユーザー登録案内 ： 　ユーザー登録をしますか？ 」

 と表示される。

（３） 試用を開始・継続 される場合は、

「 ０：　 後で手続きをする。 」 を選択。

(   「１ ： 今、手続き～」を選択する場合は、（５）項へ進む。   )

（４） [ 貴社名、貴部署名、貴名 ] を i/p して下さい。

貴社仕様で、名称を i/p して下さい。

各 i/p 項目は、それぞれ　シートの項目欄に反映されます。

（５） ﾕｰｻﾞｰ登録 をされる場合は、

「 １：　 今、手続きする。 」 を選択。

①　「　ﾗｲｾﾝｽｷｰ　をｲﾝﾌﾟｯﾄして下さい。」 と表示される。

---->  "ﾗｲｾﾝｽｷｰ" （半角英数）で入力し、「OK」をｸﾘｯｸする。

手続き完了次第 、ﾒｰﾙでお手元に送付されて来ます。

 

②　「 ﾗｲｾﾝｽｷｰを確認しました。」 と表示される。

---->  「 OK 」 ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸする。

（  これにより、登録手続きは完了です！ ）

（６） 作業（ｿﾌﾄ使用）を開始して下さい。

（　”試用版”　表示は消去されます。　）
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＊ ”ﾗｲｾﾝｽｷｰ”は、Vector社ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞから　申し込み

手続きをして下さい。

このソフトはシェアウェアです。

無料試用期間は 2023/**/** です。

〔 ユーザー登録 〕をしますか？

1 ＝ 今、手続きする。

〔 貴社名、 貴部署名、 貴名 ］の名称は

正しいですか？

〔ﾗｲｾﾝｽｷｰ］をインプットして下さい。

（ 半角英数文字 ）

〔 ﾗｲｾﾝｽｷｰ ］を確認しました。

〔 ﾕｰｻﾞｰ登録 ］ ありがとうございます。



設 定
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赤文字部 (黄色セル )を変

更すると、全シートの名称を変

更できます。

データ入力時のｶｰｿﾙ移動

方向を、矢印をクリックして設

定して下さい。

（ 全シートに適用されます。）

データの空欄は [ Delete ] キーで 削除して下さい。

[ Space ] キーではエラーになります。



用語説明
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＊ 用語や数値は 学説・用例により違いがあります

が、このソフトでは下記の値を用いています。


